
 

 

 

 

 

〇 叱ったとき、子どもは成長しているのでしょうか…。 

 子どもを叱った時の効果について、気になる記事がありましたので、紹介したいと思い

ます。私たち学校職員も、参考にしながら子どもの成長を育んでいきたいと思います。 

以下、「日テレ NEWS NNN → 社会 → 親はなぜ叱る…？  “叱る依存”を脱する

には…臨床心理士に聞く」より、一部抜粋・変更。 

人は叱られても、実は効果や学びはなく、ただ恐怖から逃れるために、その場の行動を

変えているだけだと、臨床心理士の村中直人さんは解説する。 

そもそも人には「規範から外れた人を叱りたい」という”処罰欲

求”があり、叱る側は快感を得て、どんどんエスカレートして「叱

る依存」になることも。どうすればいいのか？『＜叱る依存＞がと

まらない』という著書もある、臨床心理士・村中直人さんに聞いた。 

 

◆叱られても成長や効果はない？ 

まず最初に知っていただきたいのは、相手のためと思って叱っても、叱られた側の学び

や成長の効果は期待できないどころか、ほとんどないと言ってもいいということです。 

重要なのは、実際は効果がないが、その場では叱られた側の行動が変わって、非常に効

果があるように見えてしまうことです。叱られた側はすごくストレスがかかる状態です。

動物でいうと襲われた状態で、深く考えていたら殺されてしまうので、もう何も考えずに

「逃げるか」「立ち向かって戦うか」をすぐに選ばなきゃいけないんです。 

なので、叱られた子どもは行動が早くなり、戦うだったらすぐに反抗するし、逃げるだ

ったらとりあえず言うことを聞くことで恐怖、ストレスから逃げるわけです。 

本当の意味で学ぶことが難しい状況を作ってしまっている。だから何度叱られても、結

局同じことをする。 叱る側は、これだけ叱っても何でわからないの？とすごく不満を感じ

る。 

なお、この場合の「叱る」とは言葉を使って、恐怖、不安、苦痛などネガティブな感情

を与えることで、相手の行動を変えよう、コントロールしようという行為を指しています。 

感情的に怒るか、相手のためを思って冷静に言うかといった「叱る側」の感じ方ではな

く、言われた側が恐怖や苦痛などネガティブな感情を持つどうかです。 

 

◆人には「叱りたい」欲求がある 

きつく言って相手にストレスをかけると、すぐに相手の変化がみられる。これは叱る側に

とって成功体験、ものすごいご褒美なんですよね。心理学用語で言うと自己効力感。さら

にもう一つすごく大事なご褒美があって、「処罰感情」を満たすことなんです。 

悪いこと、規範から外れたことをしている人を見ると、罰を与えたい、苦しめたくなる
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欲求が人にはあることが知られています。 

ある研究では、悪いことをした人をみて、罰

を与えたいと思っている状況では、脳の中のド

ーパミンというものを出す回路が活性化してい

るというデータもあります。 もう脳レベル、生

理的なレベルの欲求だということですね。 

人は赤ちゃん時代からこの欲求を持っている

とも言われている。叱るという行

為には、その処罰したい欲求を満

たす側面があるわけです。 

 

◆叱る依存とは… 

子どもが叱られることに慣れてくると、大人

が期待するような反応をしなくなるのはよくあ

ることで、すると、叱る側はさらにもっともっ

とと強く言う悪循環に陥る。エスカレートして

叱らずにはいられない、私はそれを「叱る依存」

と言っているんですが。元々依存症と言われて

いるものは、なんかすごく苦しみを抱えている

人が、苦しみから解放された体験をした時に、

その「苦しみから解放してくれたもの」に強く

依存していくと考えられています。 

だから叱るという行為に関しても、大人がす

ごく余裕がない時、「なんでこんなことするの！」

と叱って、自分がそもそも抱えている苦しみを

ちょっと忘れられる、解放されるような体験を

される方が多いと思うんですね。それが強烈に

その次の叱る行為をうみ、はまっていくパター

ンじゃないかなと思います。 

 

◆では、どうすればいいのか？ 

まずは、叱る自分や叱ってしまっている人を

叱らないでください。先ほど、お話ししたよう

に「叱る」には、学びや成長を促進する効果は

ないので、自分で自分を叱っても成長しないし

学ばない。 

では、どうするのかというと、気がついたら

叱らなくなっていた、を目指すのがいいかと。

「今日も叱ることを 3 回も我慢したぞ」とやっ

て、成功した人をほぼ見たことがないです。 

■10 月の行事予定 

日 曜 予 定 

２ 水 委員会  （4・6 年 14:45 下校） 

４ 金 SC（スクールカウンセラー）来校日 

運動会準備（１～３年 13:00 下校） 

５ 土 運動会【雨天順延】【代休 10/11（金）】 

７ 月 視力検査 

8 火 移動図書 

９ 水 おめでとう集会 

クラブ  （4・6 年 14:45 下校） 

10 木 アウトメディア 

歯科健診・屈折検査（14:00 下校）

就学時健診 

11 金 振替休業（運動会の分） 

15 火 授業 火④①②③⑤⑥の順番 

16 水 県学習到達度調査（4 年 国・算） 

18 金 遠足（エネルギーランド） 

22 火 移動図書 

23 水 委員会  （4・6 年 14:45 下校） 

25 金 SC（スクールカウンセラー）来校日 

研究授業 3・4 年（3・4 年 14:00 下校） 

（１・２年、６年 13:00 下校） 

27 日 PTA 校内清掃 

30 水 緑育体験（6 年生） 

31 木 授業参観・学級懇談会（14:30 下校） 

■11 月の主な行事予定 

日 曜 予 定 

１ 金 セーフティネット 

５ 火 防災避難訓練（津波） 

６ 水 短縮       （12:45 下校） 

おめでとう集会 

８ 金 SC（スクールカウンセラー）来校日 

13 水 クラブ   （4・6 年 14:45 下校） 

22 金 SC（スクールカウンセラー）来校日 

23 土 学習発表会【代休 10/29（金）】 

幼小合同教育講演会 

27 水 短縮       （12:45 下校） 

28 木 短縮       （13:00 下校） 

12 月のおめでとう集会：12/11（水） 

12/17(火)～20(金)午後：個人懇談会（予定） 

増えています 



大事なことは、叱りたくなるような状況自体をどうやって減らすのか、私は「前さばき」

と呼んでいますが。一番のコツは、予測力を高めること。どのタイミングで何について怒

るだろうかと予測をする。そうすると、叱る自分を客観的に見ることができるようになり

ます。それで実際叱っても全然 OK。自分が予測してない場面で叱ることを減らしてほし

いです。 

例えば、毎朝「用意するのが遅い」と親が怒る、口げんかになるとしたら、親子で話し

合って、前の晩に準備してみるとかね。忘れ物が気になるなら、忘れ物をしても問題ない

ように、学校にも聞いて、学校と家の両方に必要なものを置くなど、叱らなくて済む状況、

環境を整える。 

さらに、子どもが「しない」のか「できない」のかを見極めてほしい。大人から

みて「やる気がないんだ、まじめにやってない」とものすごく叱りたく

なる場面でも、実際にはできないんだってこともある。どうやったらできるよ

うになるか、子どもと大人で話し合う。そういう会話が増えるほど、だ

んだんと「叱るを手放す」に近づいていくかなと思います。 

 

◆「家族会議」がおすすめ 

この話し合いは問題が起こる前の段階でおこなう「前さばき」

がいいのですが、よくあるのは問題が起きた後に、がみがみ言い

ながら、どうしたらいいか話そう、と、つまり「後さばき」にな

ってしまうことです。 

叱られる状況では、子どもは苦痛から逃れようと必死で、理解力が下がっていて、まと

もに考えるはずがないんです。そこで、おすすめは「家族会議」です。問題があろうがな

かろうが、例えば月 2 回とか週に 1 回、家族がお互い気持ちよく過ごすために率直に話す

時間を作る。 

「朝に親子喧嘩多いよね、お互いしんどいよね、どうしたらいい？」「誕生日のケーキ

どうする？」などと知恵を出し合う。お子さんからは、例えば小遣い増やす要求とかもあ

るかも。幼い頃から自分の意見を言って、尊重された経験を重ねる。苦しみを与えて人を

変えようとする価値観ではなく、意見を聞いてもらえる中で育つと、自ら考えられる人に

なるんです。 

 

◆叱られ続けると「チャンスの扉」を開けられない子に 

同じ苦痛を体験しても、それが逃れられない理不尽なものか、自分の行動次第で解決で

きるものなのかによって得られる体験は全く別になる、と言われます。 

よく知られた犬の実験があります。かわいそうなんですけど、犬に電気ショックを与え

る実験で、一つのグループでは、電気ショックを止めるレバーが実は存在していて、犬が

それを探して操作したら電気ショックを止められる、別のグループの犬は自分ではショッ

クを止められない、つまり一方的に与えられる苦痛、自分ではどうにもならない、という

設定です。 

次に、その犬たちを箱にいれて脱出することを求めると、全く違う結果になった。自分

ではどうにもできない苦痛を与えられた犬たちは、その箱から逃げ出そうとしなかったん



ですよ。逃げ出そうとしてうまくいかなかったんじゃなくて、そもそも逃げ出そうとしな

かったっていうのがすごく大事なところです。 

子どもに当てはめて言うと、大人が「叱る依存」の状況、「これができてないんだから

苦しみを与えてやる」「お前のためなんだ」と一方的に苦痛を与えて、子どもは苦痛を解

除するレバーを与えてもらえなかった状況ですね。 

その場合、例えば大学生とか社会人なって急に「さあ、あなたの個性が求められます」

「主体的にどんどんチャレンジしていきましょう」 と言われても動けない。 

私は「チャンスの扉を開けなくなる」と言うんですけど、その子の目の前にチャンスの

扉を設置して、あとは扉を開ければいいだけ、開ければ新しい世界に飛び出せますよ！と

お膳立てしても、箱から逃げ出そうとしなかった犬と同じで、そこから動けなくなってし

まう。こういったことが、叱られ続けた子のその先には待っている。 

だから、もっと早いタイミングで、先ほどの家族会議で意見を相互に

聞きあうもそうだし、いろんなチャンスの扉を開ける体験をしてもらう。

失敗してもいいよ、自分が決めて自分でやったらうまくいかなかったな

と、安心して失敗できる体験を、子どものうちにどんどん積んでおく必

要がある。そうするとだんだんセルフコントロール、これで失敗したか

ら、次はどう振る舞えばうまくいくのか、など学んでいくんですよね。 

幼い時に「好きなことは後でなんぼでもできるんだから、今は我慢しなさい」と理不尽

に行動を抑制、強制されると箱から出られない犬みたいになってしまう。 

 

◆子どもの冒険モードを大切に 

自分で考える子どもになるには、冒険モードが大切だと思います。行動は全く同じでも、

やりたくて冒険モードでやっているのか、叱られるのが嫌で恐怖、苦痛から逃げる防御モ

ードでやるのか、子どもの内側のモードの違いをみるといい。 

見分けるのは簡単で、親が何も言わなくても勝手にやるか。ピアノでも最初は親の勧め

だったとしても、うまく冒険モードになったとしたら、なんかふっと気がついたらピアノ

を触ってるとかね。 やっている内容の良い悪い、役にたつでなくて、日常に埋め込まれた

ちっちゃな冒険モードみたいなことがすごく大事だなと思っています。 

あまりにも親御さんと同一化して、親御さんの願望をかなえることが自分の願望なんだ

みたいな、この境界線が薄くなることは十分起こり得るので、早いタイミングから、お父

さんお母さんはこう思う、あなたはどう思うの、とお互いの主語をつけて話し合う。もち

ろん全部子どもの要求をのめという話ではなくて、家族会議などやって、子どもの思いが

ちゃんと取り扱われることが大事。 

実は、冒険モードは、子どものうちは封印して、後々になって簡単になれる

かというとそうではない。高校生ぐらいまでの間にその芽をつんじゃうと、大

きくなっていきなり冒険モードになれといってもなれない。「やりたいことが

見つからない」となる。 

つまり、これは親が抑圧して消してしまえるものなんだと危機感を持ってほ

しい。植物で、どうやったら葉っぱがもうちょっと大きくなるかしら、花が早

く咲かないかなと、いじり回って、根からぬいてしまうみたいな。 


